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平成20年度城里町民まつりが11月16日に桂地区・七
会地区、23日に常北地区で開催されました。各会場で
それぞれ太鼓や踊り、楽器演奏など様々なステージ発
表が繰り広げられ、祭りを盛り上げました。また、特
産品販売や体験コーナーのほか、お菓子や芋煮、城里
町産のお米の無料配布なども行われ、子どもからお年
寄りまで多くの人で賑わいました。

（写真は石塚小学校和太鼓クラブ・その他関連写真は２頁）



2広報しろさと 2008年12月



3 2008年12月広報しろさと



桂
幼
稚
園

虫
歯
予
防
で
歯
科
保
健
賞
受
賞

第
17
回
茨
城
県
民
歯
科
保
健
大
会
（
県
・
県

歯
科
医
師
会
主
催
）
が
10
月
26
日

、
県
歯
科

医
師
会
館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
、

桂
幼
稚
園
が
園
児
へ
の
虫
歯
予
防
活
動
を
評
価
さ

れ
、
茨
城
県
歯
科
保
健
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

桂
幼
稚
園
で
は
長
年
、
歯
科
検
診
と
あ
わ
せ
て

行
う
歯
み
が
き
教
室
と
毎
日
の
歯
み
が
き
指
導
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
歯
み
が
き
教
室
で
は
保
護
者

に
も
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
13
年
か
ら

は
沢
山
診
療
所
歯
科
診
療
室
の
伊
藤
医
師
の
指
導

の
も
と
「
フ
ッ
素
洗
口
」
を
取
り
入
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
虫
歯
予
防
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の

取
り
組
み
に

よ
っ
て
、
保
護
者
の
歯
科
保

健
に
対
す
る
関
心
も
高
ま

り
、
実
際
に
虫
歯
の
数
も
減

っ
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

平
和
を
誓
い

城
里
町
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催

10
月
31
日

、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城
里
で
戦
没
者
追

悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
参
列
し
た
遺
族
や
町
関

係
者
な
ど
全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ
、
戦

争
で
尊
い
命
を
亡
く
さ
れ
た
町
関
係
者

８
７
２
人
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
金
長
町
長
の
式
辞
、
町
遺

族
会
の
木
原
会
長
な
ど
来
賓
者
に
よ
る

追
悼
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
参
列

者
ら
が
献
花
を
行
い
、
故
人
を
悼
み
平

和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

第
２
回
家
庭
教
育
学
級

第
２
回
家
庭
教
育
学
級
が
、
10
月
18
日

、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城
里
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
矢
萩
克
城
氏
（
茨
城
県
メ
デ
ィ
ア
教
育
指
導

員
）
を
迎
え
、「
子
ど
も
を
取
り
巻
く
ケ
ー
タ
イ
・
ネ
ッ

ト
社
会
の
危
険
性
」
を
テ
ー
マ
に
子
ど
も
に
か
か
わ
る

具
体
的
な
事
件
や
事
例
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
携
帯
電

話
の
危
険
性
や
子
ど
も
に
持
た
せ

る
際
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
講

義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
誰
で
も
ネ
ッ
ト
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
」「
携
帯
電
話
の
機
能
に

つ
い
て
ま
ず
親
自
身
が
理
解
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
認
識
し
た
」
な

ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

い
じ
め
を
な
く
そ
う
人
権
教
室

小
学
校
３
、
４
年
生
を
対
象
と
し
た
人
権
教
室
が
行

わ
れ
、
10
月
14
日
に
は
沢
山
小
で
町
人
権
擁
護
委
員
の

磯
部
長
司
さ
ん
（
下
古
内
）
と
阿
久
津
紘
さ
ん
（
小
勝
）、

11
月
７
日
に
小
松
小
で
杉
山
宗
市
さ
ん
（
上
入
野
）、
11

月
11
日
に
は
北
方
小
学
校
で
和
田
雅
治
さ
ん
（
阿
波
山
）

が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

い
じ
め
を
題
材
に
し
た
ビ
デ
オ
を
見
た
児
童
た
ち
は
、

登
場
人
物
の
気
持
ち
や
自
分
が
同
じ
状
況
に
な
っ
た
ら

ど
う
す
る
か
な
ど
考
え
を
ま
と
め
、
手
を
上
げ
て
発
表
。

「
ふ
ざ
け
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
や
ら
れ
た
人
は
す
ご
く

嫌
な
気
持
ち
に
な
る
し
、
い
じ
め
で

死
ん
で
し
ま
う
人
も
い
る
。
い
じ
め

は
絶
対
し
な
い
」「
い
じ
め
を
さ
れ

た
り
見
た
り
し
た
ら
、
家
の
人
や
先

生
な
ど
大
人
に
勇
気
を
出
し
て
言
い

た
い
」「
い
じ
め
を
見
て
知
ら
ん
ふ

り
を
し
て
い
る
の
も
よ
く
な
い
こ
と

だ
と
わ
か
っ
た
」
な
ど
た
く
さ
ん
の

意
見
が
で
ま
し
た
。

第
50
回
茨
城
県
茶
業
振
興
共
進
会

11
月
９
日

、
常
北
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
第
50
回
茨

城
県
茶
業
振
興
共
進
会
褒
賞
授
与
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

茨
城
県
茶
業
振
興
共
進
会
は
、
製
茶
技
術
の
改
良
と
県
産

茶
の
品
質
向
上
を
図
り
、
茨
城
県
の
茶
業
の
振
興
を
期
す
る

た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
県
を
代
表
す
る
奥
久
慈
茶
、
猿

島
茶
、
古
内
茶
の
産
地
か
ら
普
通
煎
茶
部
門
に
61
点
、
深
む

し
煎
茶
部
門
に
47
点
の
出
点
が
あ
り
、
審

査
会
で
高
く
評
価
さ
れ
た
お
茶
の
出
品
者

に
そ
れ
ぞ
れ
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
受
賞
茶
の
展
示
や
出
品
茶
の
試

飲
・
販
売
も
行
わ
れ
、
来
場
者
は
味
や
香

り
な
ど
を
比
べ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

町
内
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

普
通
煎
茶
の
部

２
等
・
城
里
町
長
賞
／
加
藤
隆
男

３
等
・
城
里
町
議
会
議
長
賞
／
高
安
達
夫

３
等
・
水
戸
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
理
事
長
賞
／
加
藤
秀
仁
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防
犯
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

10
月
20
日

、
石
塚
・
那
珂
西
の
路
上

で
合
同
防
犯
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

平
成
17
年
に
常
北
地
区
の
自
警
団
の
皆

さ
ん
で
結
成
さ
れ
た
防
犯
防
災
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
は
、
22
の
支
部
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、

毎
月
各
支
部
ご
と
に
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
う
ほ
か
、
年
に
２
回
の
合
同
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
う
な
ど
、
犯
罪
を
抑
止
し
地
域
の

安
全
を
守
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
会
員
２
３
６
人
中
約
80
人
が
集
ま
り
、
石
塚
方
面

と
那
珂
西
方
面
の
２
班
に
分
か
れ
、
下
校
途
中
の
子
ど
も
に

声
を
か
け
な
が
ら
１
時
間
ほ
ど
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

自
警
団
の
皆
さ
ん
は
ふ
だ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
の
安
全
を
守
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。
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来年の４月から各保育所への入所を希望される方は、下記のとおり申込みを行ってください。

●入所要件
町内に住所があり、次のいずれかの事情により、保護者も同居の家族等も保育できない場合に限ります。
①保護者が家庭外で労働している場合
②保護者が家庭内で、お子さんと離れて家事以外の労働をしている場合
③保護者が妊娠中であるか、または出産後間が無い場合
（出産予定日前６週間（多胎妊娠10週間）後８週間の期間入所となります）
④保護者が病気・負傷、または長期にわたり病人等の看病・介護にあたり、保育できない場合
⑤火災や風水等の災害があり、その復旧の間保育できない場合
⑥その他、保育できない事情のある場合

●申込みに必要な書類
●保育所入所申込書（継続の方は「継続入所調査票」）
●保育児童家庭調査票
●保育料の算定に必要な書類（平成20年分の所得税額の証明書）
●その他（該当する入所要件により、添付する書類が異なります)
※申込書は、健康福祉課、桂支所、七会支所窓口に設置してあります。
また、町ホームページからダウンロードすることもできます。

●申 込 先
健康福祉課、桂支所、七会支所

●受付期間
12月１日（月）から平成21年１月９日（金）まで

●入所決定
２月下旬に文書で通知します。

●町内保育所（園）

保育所入所のご案内

保　育　所　名 所　在　地 開　　所　　時　　間 その他事業

かつら保育所
北方690－1

【平日】 午前７時～午後６時30分 延長保育
029－289－3536 【土曜】 午前７時～午後０時30分 一時保育あり

ななかい保育所
小勝748

【平日】 午前７時～午後６時30分 延長保育
0296－88－2123 【土曜】 午前７時～午後０時30分 一時保育あり

みどり保育園
石塚1232－2

【平日】 午前７時～午後７時 延長保育
029－288－2022 【土曜】 午前７時～午後１時 一時保育あり

靖光保育園
石塚2128－2

【平日】 午前７時～午後７時 延長保育
029－288－2572 【土曜】 午前７時～午後１時 一時保育あり

常北保育園
那珂西1481－17

【平日】 午前７時～午後７時 延長保育
029－288－3964 【土曜】 午前７時～午後１時 一時保育あり

平成21年度

●問 合 せ
健康福祉課　 029－240－6550
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公
売
物
件

●
ト
ヨ
タ
　
マ
ー
ク
Ⅱ
　
小
型

平
成
９
年
式
　
Ａ
Ｔ
車

走
行
距
離
約
８
２
、
８
１
６
㎞

車
検
切
れ

予
定
価
格
１
０
、
０
０
０
円

●
ト
ヨ
タ
　
マ
ー
ク
Ⅱ
　
小
型

平
成
４
年
式
　
Ａ
Ｔ
車

走
行
距
離
約
１
３
６
、１
２
４
㎞

車
検
有
効
期
間

平
成
21
年
９
月
５
日

予
定
価
格
１
０
、
０
０
０
円

●
ニ
ッ
サ
ン
Ａ
Ｄ
バ
ン
　
小
型

平
成
９
年
式
　
Ａ
Ｔ
車

走
行
距
離
約
９
１
、
２
７
４
㎞

車
検
切
れ

予
定
価
格
１
０
、
０
０
０
円

※
予
定
価
格
は
税
抜
き
の
価
格
表
示
。

※
車
両
は
す
べ
て
現
状
渡
し
。

申
込
方
法

企
画
財
政
課
に
設
置

し
て
あ
る
入
札
参
加
申
込
書
を

事
前
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

12
月
15
日

〜
19
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
正
午
〜
午

後
１
時
を
除
く
）

入
札
及
び
開
札

日
時：

12
月
24
日

午
後
２
時

場
所：

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

城
里
　
サ
ー
ク
ル
室
Ｃ

車
両
の
公
開

公
開
日
時：

12
月
15
日
、
16
日

午
後
１
時
〜
４
時

公
開
場
所：

桂
支
所
、
七
会
公
民
館

※
予
定
価
格
を
超
え
る
最
高
の
価
格
で

入
札
さ
れ
た
方
に
売
却
し
ま
す
。

※
登
録
諸
費
用
等
は
落
札
さ
れ
た

方
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

日
　
時

平
成
21
年
１
月
11
日

午
後
２
時
か
ら

（
受
付：

午
後
１
時
30
分
か
ら
）

場
　
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

城
里
ホ
ー
ル

対
象
者

①
昭
和
63
年
４
月
２
日

〜
平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
、
町
内
に
住
民
登
録
ま

た
は
外
国
人
登
録
さ
れ
て
い
る

方
。
②
平
成
16
年
３
月
に
町
内

の
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
。

（
ご
家
族
も
参
加
で
き
ま
す
。）

一
般
競
争
入
札
に
よ
り

公
用
自
動
車
を
公
売
し
ま
す

平
成
21
年
城
里
町
成
人
式

開
催
の
お
知
ら
せ

※
①
・
②
に
該
当
す
る
方
で
案
内

状
が
届
か
な
い
方
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
現
在
城
里
町
外
に
お
住
ま
い

の
方
で
も
②
に
該
当
す
る
場
合

は
城
里
町
の
成
人
式
に
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

絵
本
や
か
み
し
ば
い
の
読
み
聞

か
せ
会
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
申
込
不
要
）

日
　
時

12
月
23
日
（
火
・
祝
）

午
前
11
時
か
ら

場
　
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

城
里
図
書
室

12
月
１
日
か
ら
、「
守
ろ
う
よ

車
の
マ
ナ
ー
心
の
モ
ラ
ル
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
年
末
の
交
通
事
故

防
止
県
民
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

年
末
は
交
通
混
雑
や
飲
酒
の
機

会
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通

事
故
が
多
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上

を
心
が
け
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
、

薄
暮
時
や
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
全
て
の
座
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

・
薄
暮
時
間
帯
及
び
夜
間
の
交
通

事
故
防
止

①
幸
福
を
運
ぶ
干
支
作
り

（
か
ん
た
ん
な
工
作
）

日
　
時

12
月
21
日

午
前
９
時
30
分

教
材
費

３
０
０
円（
当
日
徴
収
）

定
　
員

20
人

持
参
物

え
ん
ぴ
つ
・
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ

②
親
子
Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
ケ
ー
キ
作
り
　

日
　
時

12
月
21
日

午
後
１
時
30
分

教
材
費

４
０
０
円（
当
日
徴
収
）

定
　
員

30
人

持
参
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

城
里
町
公
共
交
通
機
関
の
軸
で

あ
る
路
線
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る

茨
城
交
通

は
、
平
成
20
年
11
月

11
日
、
水
戸
地
方
裁
判
所
に
民
事

再
生
手
続
開
始
の
申
し
立
て
を
行

い
ま
し
た
。

民
事
再
生
手
続
は
、
会
社
の
清

算
を
目
的
と
す
る
破
産
手
続
と
は

異
な
り
、
会
社
を
再
建
さ
せ
る
手

続
で
、
同
社
は
、
裁
判
所
の
監
督

の
も
と
、経
営
再
建
を
図
る
た
め
、

ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
る
支
援
を
軸
と

し
た
民
事
再
生
手
続
を
行
い
ま

す
。同

社
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
燃

料
費
の
高
騰
や
自
動
車
の
普
及
に

よ
る
利
用
者
数
の
減
少
な
ど
、
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
利
用

者
の
方
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑

え
、
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
た
め
、
今
後
も
事
業

を
継
続
し
、
路
線
バ
ス
は
、
従
来

と
変
わ
り
な
く
運
行
し
て
い
き
ま

す
。

申
込
先
・
問
合
せ

企
画
財
政
課
（
内
線
２
４
３
）

０
２
９
―
２
８
８
―
３
１
１
１

問
合
せ

教
育
委
員
会
事
務
局

０
２
９
―
２
８
８
―
３
１
３
５

問
合
せ

町
民
課
（
内
線
１
１
６
）

０
２
９
―
２
８
８
―
３
１
１
１

問
合
せ

桂
公
民
館

０
２
９
―
２
８
９
―
２
２
２
０

圷
地
区
公
民
館
（
日
・
火
・
金
）

０
２
９
―
２
８
９
―
２
４
７
７

問
合
せ

企
画
財
政
課
（
内
線
２
３
２
）

０
２
９
―
２
８
８
―
３
１
１
１

茨
城
交
通

総
務
課

０
２
９
―
２
５
１
―
２
３
３
１

問
合
せ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城
里

０
２
９
―
２
８
８
―
６
１
０
０

コ
ミ
セ
ン
城
里
図
書
室

ク
リ
ス
マ
ス
読
み
聞
か
せ
会

茨
城
交
通

の

民
事
再
生
手
続
き
開
始
に
つ
い
て

年
末
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

12
月
１
日
〜
31
日

圷
地
区
公
民
館
１
日
講
座
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●ごみ・し尿汲み取り　年末年始休業日について

※年末のごみの持ち込みは大変混雑しますので、できるだけ早めにお済ませください。
※ペットボトルは、ごみ収集日程表のとおり１月４日 午前８時～10時に出してください。
【問合せ】
ごみに関すること　　◎環境センター　 029－288－5525 ◎町民課　 029－288－3111（内線113）
し尿に関すること　　◎衛生センター　 0296－88－2311 ◎町民課　 029－288－3111（内線113）

●町内施設の年末年始休業日について

※役場本庁の土曜窓口サービスは、年末年始（12月27日 、１月３日 ）は行いませんのでご注意ください。
※年末年始期間（12月27日 ～１月４日 ）も、死亡届の受付、埋火葬許可申請書の受付・許可証の交付、婚
姻届・出生届等の受領については役場本庁、桂支所、七会支所にて行います。

内　　　　容 地　　区 休　　　業　　　日
常北地区 12月30日 ～１月４日

ご み 収 集 桂　地区
12月31日 ～１月５日

七会地区

ごみ持ち込み 全 地 区 12月30日 ～１月４日（環境センター直接搬入）

㈲桂クリーンセンター　　12月31日 ～１月４日
し尿汲み取り 全 地 区 ㈲ライフ　　　　　　　　12月30日 ～１月４日

㈲城北企業　　　　　　　12月27日 ～１月４日

施　　　　　設　　　　　名 休　業　日
城里町役場、桂支所、七会支所、常北保健福祉センター 12月27日 ～１月４日
沢山診療所歯科診療室、七会診療所（医科・歯科） 12月28日 ～１月４日
コミュニティセンター城里

12月28日 ～１月５日
常北公民館、桂公民館、七会公民館、圷地区公民館、岩船地区公民館
桂図書館・郷土資料館 12月28日 ～１月６日
老人福祉センターやまゆり荘、桂老人福祉センター 12月29日 ～１月３日
うぐいすの里、山びこの郷 12月29日 ～１月５日
ふれあいの里 無　　　休
特産品直売センター「かつら」 １月１日 ～１月３日
物産センター「山桜」 １月１日 ～１月５日
健康増進施設「ホロルの湯」 12月29日 、１月５日
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稲
刈
り
て
畦あ

ぜ

の
直
線
現
れ
し

飯
　
田
　
勇
　
一

烏
瓜

か
ら
す
う
り

縦
縞

た
て
じ
ま

の
ま
ま
日
暮
れ
け
り

山
　
崎
　
正
　
行

秋
時
雨
濡
ら
し
た
く
な
い
金
閣
寺

森
　
　
　
静
　
江

鎮
魂
碑
東
に
秋
の
二
重

ふ

た

え

虹に
じ

今
　
瀬
　
多
代
美

餅
二
つ
あ
ん
た
っ
ぷ
り
と
昼
の
膳ぜ

ん

飯
　
村
　
愛
　
子

椋
鳥

む
く
ど
り

の
大
將

た
い
し
ょ
う

も
ゐ
て
飛
び
立
て
り

い
そ
べ
　
き
　
よ

灯
台
は
風
当
る
場
所
枯
芒

か
れ
す
す
き

高
　
橋
　
芦
　
江

萩は
ぎ

を
買
ふ
つ
も
り
コ
ー
ヒ
ー
飲
み
ゐ
た
り

竹
　
内
　
幸
　
子

よ
く
揺
れ
る
枝
よ
り
紅
葉
は
じ
ま
れ
り

鯉
　
渕
　
寿
美
恵

玄
関
の
菊
の
大
鉢
香
り
け
り

仲
　
田
　
ま
ち
ゑ

鮭
大
漁
鱗う

ろ
こ

か
が
や
く
地
引
き
網

飯
　
村
　
昭
　
子

浜
菊
の
蕊し

べ

に
五
浦

い

づ

ら

の
波
の
音

田
　
所
　
厚
　
子

弁
当
を
水
平
に
持
つ
子
赤
と
ん
ぼ

中
　
野
　
千
賀
子

残
る
虫
雨
あ
と
の
星
降
る
如ご

と

し

瀬
　
谷
　
博
　
子

蔵
の
前
新
酒
の
香
り
足
と
ど
む

岩
　
下
　
金
　
司

水
換
え
て
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
し
鉋か

ん
な

の
刃

田
　
口
　
勝
　
元

孫
の
顔
思
い
浮
か
べ
て
栗
拾
い

東
　
見
　
登
美
子

大
空
を
飛
行
の
一
機
が
悠
悠
と
下

界
は
車
の
渋
滞
つ
づ
く

山
　
形
　
式
　
妙

ジ
ン
ジ
ャ
ー
の
花
の
清
し
さ
嫁
ぐ
娘

が
着
る
と
ふ
白
き
ド
レ
ス
思
ひ
ぬ

渡
　
辺
　
千
紗
子

ブ
ー
ム
と
て
撫
で
つ
つ
育
ち
し
娘
ら
の

ペ
コ
ち
ゃ
ん
人
形
は
昭
和
の
思
ひ
出

秋
　
山
　
愛
　
子

異
文
化
に
触
れ
し
今
宵

こ
よ
い

の「
公
演
会
」

そ
の
躍
動
美
に
惑
ふ
ひ
と
と
き

大
　
森
　
久
　
子

渓
谷
の
こ
の
世
な
ら
ざ
る
水
の
音
に
心

洗
は
れ
暫し

ば

し
佇

た
た
ず
む
（
古
峯
が
原
に
て
）

佐
　
川
　
あ
　
や

実
物
の
日
露
戦
艦
三
笠
丸
古
き
造

り
の
船
内
視
察
す杉

　
山
　
み
ち
こ

歳
月
を
重
ね
来
し
身
を
ま
と
め
ん
か
「
嫁

の
座
」「
主
婦
の
座
」「
今
留
守
居
の
座
」

宮
　
本
　
ふ
み
江

一
杯
の
コ
ッ
プ
の
冷
水
の
ど
も
と
を

過
ぐ
る
晩
夏
の
日
射
し
き
び
し
も

所
　
　
　
美
恵
子

夏
真
昼
木
に
鳴
く
蝉せ

み

を
ジ
ャ
ン
プ
し

て
猫
が
捕
ら
え
ぬ
生
く
る
は
厳
し

青
　
柳
　
京
　
子

ヒ
ヨ
ド
リ
の
梢こ

ず
え

に
憩
い
楽
し
そ
う

す
き
な
く
見
張
る
西
又
東

阿
良
山
　
ウ
メ
ノ

霜
月
と
暦
の
上
で
は
記
さ
れ
ど
も

温
暖
化
な
る
か
冷
気
感
ぜ
ず

仲
　
田
　
こ
　
う

大
空
に
ト
ン
ビ
舞
い
飛
ぶ
雄
大
さ

我
を
忘
れ
て
し
ば
し
眺
め
ん

岩
　
下
　
美
知
野

紫
の
清
か
な
る
実
の
風
に
ゆ
れ
ム

ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
裏
山
に
映
え
る

鶴
　
田
　
す
　
が

秋
来
た
る
花
の
と
り
　
　
美
し
く

来
る
春
忍
ぶ
姥
櫻

う
ば
ざ
く
ら

か
な

市
　
川
　
義
　
子

母
の
指
輪
掌て

に
ま
ろ
ば
せ
ば
終つ

い

の
日

に
わ
が
名
よ
び
に
し
声
よ
み
が
え
る

枝
　
　
　
不
　
美

季と
き

す
ぎ
て
啼な

く
虫
の
あ
り
違
和
感
は

あ
れ
ど
往い

に
し
を
謳う

た

ふ
も
よ
き
か

片
　
見
　
和
　
枝

い
づ
べ
に
か
芒す

す
き

の
穂
わ
た
飛
び
ゆ
け

り
流
離
の
果
て
を
人
は
知
ら
ざ
り

川
　
上
　
千
代
子

若
き
日
に
読
み
に
し
「
十
三
夜
」
な
つ

か
し
く
月
影
ふ
み
つ
つ
一
葉
を
し
の
ぶ

島
　
　
　
愛
　
子

貨
車
一
両
置
か
れ
し
の
み
の
無
人
駅
が
新

装
な
り
ゐ
て
朱
の
ま
ば
ゆ
か
り
（
香
取
駅
）

多
　
田
　
志
保
子

共
に
せ
し
旅
の
な
き
ま
ま
夫つ

ま

逝
け

り
独
り
テ
レ
ビ
の
旅
に
心
遣や

る

坪
　
井
　
き
よ
子

運
転
の
で
き
ぬ
夫つ

ま

へ
届
き
た
る
免

許
更
新
の
通
知
見
せ
が
た
し

萩
　
谷
　
登
喜
子

岩
走
る
水
は
す
だ
れ
の
如ご

と

広
が
り

万
緑
の
中
四
度
の
滝
な
す

冨
　
田
　
佐
智
子

居
酒
屋
の
盛
切
こ
ぼ
れ
酒
あ
の
旨
さ

青
　
木
　
新
三
郎

ば
あ
さ
ん
は
白
髪
そ
め
そ
め
紅
を
さ
す

富
　
田
　
欽
　
子

公
約
は
投
票
ま
で
の
期
限
付
き

富
　
田
　
多
　
蔵

山
の
宿
露
天
風
呂
に
も
秋
が
来
る

永
　
井
　
英
　
陽

ほ
か
弁
に
あ
っ
た
松
茸
小
さ
い
秋

中
　
島
　
芳
　
春

木
枯
ら
し
で
な
を
さ
ら
景
気
身
に
し
み
る

山
　
本
　
隆
　
荘

地
域
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

11
月
９
日
、
第
23
回
国
民
文

化
祭
文
芸
祭
「
川
柳
」
大
会
が

開
催
さ
れ
、
会
場
と
な
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
は
全

国
各
地
の
川
柳
愛
好
家
や
地
元

の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
ホ
ー
ル

が
満
席
に
な
る
ほ
ど
の
盛
況
で

し
た
。

ま
た
、
同
じ
日
に
常
北
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
第
50
回

茨
城
県
茶
業
振
興
共
進
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
奥
久
慈
茶
と
猿

島
茶
に
並
ん
で
古
内
茶
も
出
展

さ
れ
、
来
場
者
の
方
々
に
古
内

茶
の
名
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
、
国
民
文
化
祭
に
合
わ

せ
、
町
内
各
団
体
の
協
力
に
よ

り
特
産
物
の
販
売
、
食
堂
、
お

茶
の
一
服
処
、
菊
花
展
等
の
催

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
か

ら
来
町
さ
れ
た
方
々
に
城
里
町

の
良
い
印
象
を
持
ち
帰
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
私
た
ち
の

熱
意
が
通
じ
た
の
で
は
な
い
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
会
い

し
た
遠
方
か
ら
の
お
客
様
か
ら

は
、「
暖
か
く
歓
迎
し
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。
大
会
運
営
も

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
ね
」
と
い
う
言
葉
を
か
け

ら
れ
、
お
も
て
な
し
が
と
て
も

喜
ば
れ
た
こ
と
を
実
感
い
た
し

ま
し
た
。
周
囲
の
方
々
の
多
く

の
協
力
が
あ
っ
て
こ
の
大
会
が

成
功
し
た
も
の
と
改
め
て
感

じ
、
大
会
運
営
に
尽
力
さ
れ
た

関
係
者
の
方
々
に
深
く
感
謝
す

る
次
第
で
す
。

大
会
の
後
、
川
柳
関
係
者
の

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
水
戸
で
行
わ

れ
、
そ
の
席
上
、「
北
海
道
や

九
州
か
ら
来
町
さ
れ
て
も
城
里

町
に
は
特
別
こ
れ
は
と
い
う
観

光
、
名
勝
地
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

晴
天
で
あ
れ
ば
、
紅
葉
が
始
ま

っ
た
山
々
、
鮭
が
遡
上
す
る
那

珂
川
等
を
含
め
て
、
す
ば
ら
し

い
秋
の
景
色
を
満
喫
い
た
だ
け

た
の
に
」
と
い
う
話
を
し
ま
し

た
。
地
域
に
有
る
も
の
を
見
直

し
、
地
域
か
ら
良
い
情
報
、
明

る
い
話
題
を
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
も
の
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
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12月の新着図書から

▼クロク、ヌレ！／真梨幸
子／講談社▼少しだけ欠け
た月／重松清／文芸春秋▼
ばかもの／糸山秋子／新潮
社▼竜馬のピストル／松田
十刻／PHP研究所▼火村英
生に捧げる犯罪／有栖川有
栖／文芸春秋▼捨てられた
いのちを救え！／石井文
子／毎日新聞社▼手足をな
くしたヤンキー高校生／高
山裕道／現代書林▼おばさ
ん未満／酒井順子／集英社
▼ヤメ検／森功／新潮社▼
新しい貧困／ジグムント・
バウマン／青土社▼クイー
ン・アリスの永久保存レシ
ピ／石鍋裕／世界文化社▼
小さくても間取りのいい
家／主婦と生活社▼こども
の病気の地図帳／鴨下重
彦／講談社▼細野真宏の数
学嫌いでも「数学的思考力」
が飛躍的に身に付く本！／
細野真宏／小学館▼手づく
り雑貨の売り方手帖／こけ
しマッチ制作所／毎日コミ
ュニケーションズ▼お金の
教養／泉正人／大和書房▼
イェンスの畑のある週末／
エイ出版社▼民家再生の実
践／降幡広信／彰国社▼金
融のしくみは全部ロスチャ
イルドが作った／安部芳
裕／徳間書店▼おとながこ
どもにできること／ロータ
ー・シュタインマン／春秋
社▼はじめての、和食
BOOK／行正り香／文化出
版局

カレンダー 12・1月
日 月 火 水 木 金 土

12/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 1/1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

山田昌弘
ディスカヴァー・トゥエンティワン

副島隆彦
祥伝社

学研

金本知憲
角川書店

覚
悟
の
す
す
め

恐
慌
前
夜

強
い
「
覚
悟
」
を
決
め
れ
ば
、
な

ん
で
も
で
き
る
。
も
は
や
お
そ
れ
る

も
の
は
な
い
―
。
連
続
フ
ル
出
場
の

世
界
記
録
を
更
新
し
続
け
る
鉄
人
・

金
本
知
憲
が
、
自
身
の
「
精
神
力
」

「
強
靱
な
肉
体
」「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

の
秘
密
を
語
る
。

日
本
の
金
融
機
関
は
、
サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
崩
れ
で
大
き
く
信
用
毀
損
し
た
米
住

宅
公
社
の
不
良
債
券
を
巨
額
に
買
い
込

ん
で
い
た
。
恐
慌
は
目
の
前
に
迫
っ
て

い
る
！
日
本
経
済
の
今
後
の
大
変
化

を
大
胆
に
予
測
す
る
。
巻
末
に
恐
慌
の

時
代
に
強
い
企
業
銘
柄
一
覧
を
収
録
。

池上永一
角川書店

吉田修一
新潮社

さ
よ
な
ら
渓
谷

テ
ン
ペ
ス
ト
上
・
下

き
っ
か
け
は
隣
家
で
起
こ
っ
た
幼

児
殺
人
事
件
だ
っ
た
。そ
の
偶
然
が
、

平
凡
な
若
夫
婦
が
抱
え
る
と
て
つ
も

な
い
秘
密
を
暴
き
出
す
。
取
材
に
訪

れ
た
記
者
が
探
り
当
て
た
、
15
年
前

の
”あ
る
事
件
“
と
は
…
。
人
の
心

に
潜
む
「
業
」
に
迫
っ
た
長
編
小
説
。

末
期
琉
球
王
朝
。
珊
瑚
礁
に
囲
ま
れ

た
五
百
年
王
国
の
美
少
女
・
真
鶴
は
、

国
を
救
う
た
め
性
を
偽
り
宦
官
に
な
っ

た
。
王
府
入
り
し
た
真
鶴
は
フ
ル
回
転

で
活
躍
す
る
が
、
待
っ
て
い
た
の
は
流

刑
で
…
。
死
ぬ
も
生
き
る
も
嵐
の
ご
と

く
！
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
人
生
劇
場
。

図
説
戦
国
合
戦
地
図
集

１
５
４
６
年
河
越
夜
戦
か
ら
１
６

１
５
年
大
坂
夏
の
陣
ま
で
を
オ
リ
ジ

ナ
ル
マ
ッ
プ
で
解
説
。戦
況
の
推
移
、

戦
場
の
地
勢
な
ど
、
小
説
で
は
わ
か

ら
な
い
戦
国
の
戦
い
を
オ
ー
ル
カ
ラ

ー
地
図
で
紹
介
す
る
。

「
婚
活
」
時
代

就
職
に
は
「
就
活
」、
結
婚
に
は

「
婚
活
」
が
必
須
の
時
代
が
始
ま
っ

て
い
る
！
驚
く
べ
き
ス
ピ
ー
ド
で

進
む
晩
婚
化
・
非
婚
化
の
要
因
と
実

態
を
リ
ア
ル
に
伝
え
る
。
具
体
的
な

「
婚
活
」
の
方
法
と
各
種
サ
ー
ビ
ス

の
賢
い
活
用
法
な
ど
も
紹
介
。

火～金　10:00～18:00
土・日　10:00～17:00
※12/26は9:00～12:00
■休館日
○おはなし会 11:00から

読
み
聞
か
せ

図
書
館
で
は
、
毎
月
第
２
・
４

土
曜
日
の
午
前
11
時
か
ら
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
す
な
ろ
に

よ
る
絵
本
・
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
回
、

楽
し
い
お
話
を
用
意
し
て
い
ま

す
。お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

12
月
は
、
13
日
・
20
日
で
す
。

20
日
は
「
あ
す
な
ろ
サ
ン
タ
」
が

来
て
く
れ
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
。

な
お
、
あ
す
な
ろ
は
、
図
書
館

の
ほ
か
に
も
町
内
小
学
校
等
で
も

読
み
聞
か
せ
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

年
末
年
始
の
開
館
に
つ
い
て

年
末
は
27
日

ま
で
開
館
し
ま

す
。
な
お
、
26
日

は
午
前
中
の

み
（
午
前
９
時
か
ら
正
午
）
の
開

館
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
年
始
は
７
日

か
ら
開
館

し
ま
す
。
休
館
中
の
図
書
の
返
却

は
図
書
館
入
口
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

桂図書館クリスマス読み聞かせ会



12月生
人4

12広報しろさと 2008年12月

町の人口11月1日現在

人　数 前月比

人口 22,299人 －42

男 10,884人 －26

女 11,415人 －16

世帯 7,372世帯 － 4

今月の納税
固 定 資 産 税（3期）

介 護 保 険 料（5期）

後期高齢者医療保険料（6期）

納期限：12月24日
納税には、簡単で便利な口
座振替をご利用ください

12月４日生まれ

我が家の小さなかいじゅう
君！！元気に大きく育って
ね！！

山
崎
　
竜
司

り
ゅ
う
じ

く
ん
（
徳
蔵
）

母
・
智
子
さ
ん

12月16日生まれ

いつも元気なあみちゃん。
たくさんの笑顔と幸せを
ありがとう。

入
野
　
愛
弥

あ

み

ち
ゃ
ん
（
石
塚
）

父
・
祐
一
さ
ん
　
母
・
恵
さ
ん

12月27日生まれ

元気いっぱい、すくすく
と育ってね！
大好きだよっ★

豊
田
　
晏
士

あ
ん
じ

く
ん
（
上
古
内
）

父
・
恵
一
さ
ん
　
母
・
道
子
さ
ん

12月１日発行

秋季ママさんバレーボール大会
秋季ママさんバレーボール大会が、10月19日 、

常北公民館体育室にて開催されました。大会には
６チームが出場し、白熱した試合が繰り広げられ
ました。結果は次のとおりです。

優　勝 ドリーム
準優勝 フレンズ
第３位 石塚ママさん
同 常北保育園

優勝　ドリーム

町内親善バレーボール大会　
町内親善バレーボール大会が、10月26日 、常

北公民館体育室・常北中学校体育館にて開催され
ました。大会には９チームが出場し、白熱した試

合が繰り広げられまし
た。結果は次のとおり
です。

優　勝 ドリーム
準優勝 キング
第３位 ゴッドウィンズ

優勝　ドリーム

第9回城里町お父さんソフトボール大会
第９回城里町お父さんソフトボール大会が、10

月19日 、常北運動公園ほか町内５会場で開催さ
れました。大会には28チームが出場し、熱戦が繰

り広げられました。結
果は次のとおりです。

優　勝 オール阿波山Ａ
準優勝 オール長峰
第３位 上阿野沢
同 七会７

優勝　オール阿波山Ａ

笠松スポーツフェスティバル
少年サッカー大会　
笠松スポーツフェスティバル少年サッカー大会

が、10月19日(日)、笠松運動公園にて開催されま
した。大会は学年
ごとに行われ、町
内から出場した常
北サッカースポー
ツ少年団の６年生
が優勝、４年生が
準優勝の好成績を
収めました。優勝　常北サッカースポーツ少年団（６年生）


